
お問い合わせ：特定非営利活動法人 気候ネットワーク（http://www.kikonet.org） 
【東京事務所】〒102-0082	 東京都千代田区一番町 9-7一番町村上ビル 6F 

TEL:	 03-3263-9210、FAX：03-3263-9463、E-mail：tokyo@kikonet.org 
【京都事務所】〒604-8124	 京都府京都市中京区帯屋町 574番地高倉ビル 305 

TEL:	 075-254-1011、FAX：075-254-1012、E-mail：kyoto@kikonet.org 

 

＜プレスリリース＞                                                 2018 年３月１６日 

神戸市・兵庫県の神戸製鉄所火力発電所（仮称）新設計画への意見 

データ改ざん、気候変動対策に逆行する石炭火発を許してはならない 

特定非営利活動法人 気候ネットワーク 
代表 浅岡 美恵 

2017 年 10 月に発覚した神戸製鋼所（以下、神鋼）の製品データの改ざんを受けて、兵庫県と神戸市において、神鋼が

神戸市灘区において進めている神戸製鉄所火力発電所（仮称）設置計画環境影響評価準備書の検証を行ってきた。同

計画は、住宅密集地に隣接する神鋼の高炉設備等を撤去した跡地に、既設の１４０万 kW 大規模石炭火発の隣接地に、

新たに出力１３０万ｋW の石炭火発を建設するという計画である。３月１日、神戸市長は、兵庫県知事に意見を提出し、こ

れを受けて、兵庫県知事は３月１６日に経済産業大臣に意見を提出した。いずれも、「温室効果ガス、大気汚染物質等に

よる環境への大きな影響が懸念される」としながら、具体的措置を示さず、設置そのものを容認するものである。 

しかしながら、本計画は以下の重大な課題を含むもので、設置は是認されえないものである。 

1. 神鋼の情報に信頼性がなく、アセスメント手続きのやり直しが必要 

環境影響評価において市民参加は重要であり、環境アセスメント図書における信頼性が十分に確保されている必要

がある。本件には製品データ改ざんが確認された神鋼子会社のコベルコ科研が関わっていた。また、県・市の審査会に

おいて、市民参加プロセスの終了後に、委員からの指摘を受けて「大気汚染物質の総排出量の変化」等、多数の追加・

補足資料が提出された。これらは、住民説明会において再三にわたって求めてきたものであり、準備書の記載が数百カ

所にわたって修正されてきた。神戸市長意見においても、神鋼の情報提供の姿勢には「問題があると言わざるを得ない」

と指摘しているところであり、神鋼による環境アセスメント手続き自体のやり直しを指示すべきである。 

2. 具体的な温室効果ガスの削減方策が示されていない 

本件石炭火発は関西電力と電力受給契約を締結したもので、2020 年から 2050

年まで 30 年間にわたって稼働することが予定されており、年間 692 万トンに及ぶ

莫大な CO2 を排出し続けることになる。また、神鋼が地元審査会へ提出をした温

暖化対策に関する説明（右図）は、関西電力が保有する石油・LNG 火力の稼働の

抑制や他の再生可能エネルギーによる削減効果を身勝手に充当したものである。

こうした計画は、21 世紀下半期の早期に脱炭素を目指すパリ協定に逆行し、温室

効果ガスの排出を 2050 年 80％削減する国の目標達成を危うくするものである。 

3. 汚染物質対策も不十分 

また、本計画は住宅密集地近くに予定されており、最新で最良の汚染対策を行

ったとしても NOｘ、SOｘ、PM2.5、水銀などの汚染物質の影響は重大であるが、他

と比べても優れ、最良とはいえないものである。当該計画地は、1970 年代から工場、周辺道路からの大気汚染公害に長

年にわたって悩まされてきた地域であり、多くの公害患者を生み出すこととなった。環境改善の取り組みが、行政、企業、

市民によって重ねられ、回復の途上にある。しかし、現在も周辺地域の PM2.5、光化学オキシダントの環境基準は未達

成の箇所があり、より一層の対策が求められる。このような地域に大規模な固定発生源となる石炭火力発電所を建設す

ることは、不適当である。 

本計画を含め、国内には４１基にも及ぶ新規の石炭火力の計画が進められている。神戸の他、計画がある地域では、

市民から懸念の声が相次いでいる。神戸においても、地元住民は神戸市主催の公聴会において３９名が、兵庫県主催

の公聴会では、１２人が環境悪化を懸念し、計画に反対の意見を表明している。環境大臣においては、環境影響評価

の趣旨を忘却することなく、地元住民の意見を受け止め、「本計画は是認できない」との意見表明することを強く求める。 

 
 


